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重賞 第21回 北日本新聞杯

開幕から２～４戦を走った格好で迎

える３歳春の重賞。いかにうまく冬場

を過ごし仕上げて来たか？いかに地力

を高めたか？はたして昨年暮れの２歳

重賞・ヤングチャンピオンとほぼ変わ

らぬメンバーであったが…。５千人を

超すファンが見守る中でゲートイン。

ほぼ一線のスタートも、唯一出遅れた

のが⑤フレアリングメテオ。昨年暮れ

の重賞で大きな不利から２着に甘んじ

たことが、青柳騎手の脳裏によぎった

か？ ただ、幸いなことにスロー展開。

すぐに好位の内に押し上げ先頭からは

３馬身差。これで帳消し。ペースは２

角回るまで上がらなかったが、向う正

に入り一気にペースアップ。仕掛けた

のはその青柳⑤フレアリングメテオ。

３角では先頭に並び抜き出る。４角回

る頃は詰めて来る後続に４馬身の差。

もはやセーフティーリードであった。


